
20263.1日
開演13：00（開場12：00）
国立能楽堂
108th. AWAYA NOH no KAI
March 1, 2026 Sunday 
The National Noh Theater
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入場券受付開始

２０２５年１２月１日（月）１０時～
粟谷能の会メール会員・先行ネット予約：
２０２５年１１月１日（土）９時～１１月２２日（土）２４時

入場料（全席指定）

SS席（正面）  16,000円

S席（正面）   12,000円

A席（脇正面） 10,000円

B席（中正面）　9,000円

C席  　8,000円

D席 　 6,000円

学生料金     3,000円

国立能楽堂のご案内

粟谷能の会  粟谷明生事務所  03-3411-1402
                    info@awaya-akio.com
公演中止の場合を除いて、入場料の返金には応じかね
ますのでご了承ください。

粟谷能の会
http://awaya-noh.com

※学生料金（３，０００円）のお席は当日、粟谷能の会
　にて指定させていただきます。

▲座席表の詳細は、こちらから
　ご覧いただけます。

東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1 TEL 03-3423-1331
4-18-1 Sendagaya Shibuya-ku, Tokyo

入場券受付・お問合せ先

（正面）
（脇正面）
（脇正面）
（中正面）

1931年（昭和６年）生まれ。重要無形文化財各個認定
保持者（人間国宝）。祖父・故初世野村萬斎および父  
故六世野村万蔵に師事。３歳で初舞台。早稲田大学
文学部卒業。国内外で狂言の普及に貢献。日本芸術院賞、
芸術祭大賞、紀伊国屋演劇賞、紫綬褒章、坪内逍遥大賞、
法政大学観世寿夫賞、朝日賞のほか、2023年には文化
勲章を受賞。練馬文化センター名誉館長。

俳優。東京藝術大学大学院デザイン科修了。和洋を
問わず現代劇から古典まで幅広く活動。『平家物語』
『気ままに源氏物語』『六道御前』を上演。主な出演は
『子午線の祀り』（第25回読売演劇大賞最優秀賞）
『日生劇場 アラジンと魔法のランプ』『雁作･桜の森の
満開の下』他。能を喜多流粟谷明生に師事。
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1955年（昭和30年）生まれ。故粟谷菊生（人間国宝・芸術院
会員）の長男。故十五世喜多実、友枝昭世、父に師事する。
３歳で初舞台「鞍馬天狗」花見。以後、「猩々乱」「道成寺」
「翁」「望月」「卒都婆小町」を披く。平家物語のビデオ化で
「月見の段」を能として収録ほか、モンドパラレッロ歌劇団
の演技指導にあたる。重要無形文化財総合認定保持者。
著書に「粟谷菊生能語り」「夢のひとしずく・能への思い」。
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日時：２０２６年２月１７日（火）
　　 18時30分～20時
会場：国立能楽堂２階 大講義室

参加ご希望の方は、粟谷明生事務所までご予約
ください。本公演のチケットをお持ちの方は無料、
お持ちでない方は参加費１，０００円にてご参加
いただけます。定員に達した場合、ご予約の無い
方のご入場をお断りすることがございます。

能役者はどのようにして演目を勤めようとしているのか？面や装
束はどのようにして選ばれるのか？演者の本音やこだわりを金子
あいが聴き出します。今回は脇方 下掛 宝生流 宝生常三師をお迎
えし、粟谷明生とともに「伯母捨」の魅力を語っていただきます。

粟 谷 能 の 会
能楽鑑賞講座
能をより深く楽しむために

1981年（昭和56年）生まれ。秋田県北秋田市出身。
東北大学在学中に学友会能楽部喜多会に所属し、粟谷
明生に師事する。2006年に上京し喜多流の能楽師を志す。
2008年厳島神社桃花祭御神能で能「箙」にて初シテ。
以降、「猩々乱」「道成寺」「石橋」子獅子を披く。
粟谷能夫、粟谷明生に師事。
公益社団法人能楽協会会員。
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